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【背景】 

令和2年の医療法改正（平成31年3月15日医政発0315第4号）による医療被ばくの管理および令和3年の眼の

水晶体被ばくの線量限度の改定（令和2年10月27日基発1027第4号 電離放射線障害防止規則の一部を改正

する省令等の施行等について）により放射線診療従事者（以下従事者）の被ばく管理が注目されている。従事

者被ばく管理1) 2） 3)の在り方については施設ごとに体制が異なることなどから従事者自身の認識等が異なりその

管理の在り方についても診療放射線技師に依存している状況がうかがえる。 

そのような中、X線透視室など複数診療科が利用する管理区域においては「一時的に管理区域に立入る者

（以下一時立ち入り者）」としてポケット線量計を利用した測定が一般的である。そして、現場で読み取った値を

紙台帳等に記載してそれをヒトの目で読み取り表計算ソフトなどを利用した記録管理を行っている。これには読

み取り間違いや修正対応等、種々の管理に時間を要して生産性が悪い。 

【目的】 

従事者被ばく管理の院内での在り方の整理と放射線管理区域一時立入者の被ばく線量管理をDistal 

Transformation（以下DX4））化による診療放射線技師の業務負担軽減の推進することである。 

【方法】 

放射線管理区域一時立入者のDX化について

は、放射線部門システム上に「従事者線量管

理」用DBを作成し立入日時、場所、2個分の線

量計読み取り入力欄、立入目的等必要項目の

入力欄を作成し院内ポータルからWeb画面に

対応した入力画面を起動できることとし、職員コ

ードに連携して起動時の入力画面には立入者

（入力者）、読み取り値を入力する。ポケット線量

計（ALOKA社製MYDOSE mini）2個装着して不

均等被ばく測定 にも対応する。また繁忙時に

自部署でも入力可能なように専用のメモ用紙も

ポケット線量計保管場所に整備した。今回管理

上使用したポケット線量計は48本である。システ

ム環境として、当院仮想基盤（VMWare）上に構

築、読み取り値入力画面ランチャーは、当院職員ポータルサイト

からシングルサインオンで起動し、当院職員マスタと連携すること

で職員管理が当院事務部とリンクする設計とすることを仕様の基

本とした（Fig.1,Fig.2）。 

開発は、当院RISベンダーのGYRO社で「職員の登録に関する

こと」「職員以外の線量登録に関すること」「データ管理に関するこ

と」「ガラスバッジ管理システムとの連携に関すること」「データの二

次利用に関すること」を仕様の柱とした。 

院内体制としては、医療放射線安全管理委員会の構築を通し

て院内での「医療被ばく」と「従事者被ばく」の認識の整理および

放射線部以外の事務部門（医療安全管理委員会、衛生委員会、

人事管理部門、機器整備部門）で一貫した認識の共通化作業の

推進を行った。 

Fig.1 管理区域内業務後、頭頚部用と胸部（腹部）用の
線量計の値を従事者地震で読み取り、その値を自
身の入力画面に入力する。院内どの端末からでも
入力可能。 

Fig.2 読み取った線量値を自身の入
力画面に入力 



【結果】 

設備投資として放射線管理区域一時立入者管理のDX化および、ポケット線量計の必要数と随時購入、従事

者防護資材の追加設置、水晶体被ばく線量計などが充実した。従事者は任意のタイミングと端末で自身の線量

履歴を確認することが可能となり、管理側においても任意の端末で立ち入り履歴と線量を確認することが可能と

なった（Fig.3）。また、常時従事者のガラスバッジ装着率の向上がうかがえた。各部門の連携が促進して組織的

対策が効率よく整備される体制となりつつある。 

 

【まとめ】 

紙台帳からの転記は、1ページあたり約20分を要し、さらに解読不能文字に悩まされることがゼロ化された。 

ポケット線量計の配置状態も管理可能となり、院内周知に職員ポータルを利用したことで操作の問合せ対応

はほぼなかった。さらに、ガラスバッジ装着の啓蒙も促され、管理作業も場所を選ばないことなどから業務効率の

改善にもつながった。 

 

【考察】 

放射線業務従事者の被ばく管理は、人事異動や、事業者責務（労働衛生）と密接に関連する（医療法施行規

則（医療法）、電離放射線障害防止規則（労働安全衛生法）、放射性同位元素等の規制に関する法律）ことから

診療放射線技師部門の単独管理は困難である。よって事務部、衛生管理部門等との連携管理が必須であり今

回、一時立入者の被ばく線量管理のDX化に充てる必要予算のための説明において上記が鮮明化した。 

職員の配置換えなどに伴う放射線業務従事者から一時立入者への変更（その逆も）などにシームレスに管

理・対応していくためには被ばくデータのインポート、エクスポートが簡便に実施でき、さらにBluetooth等の無線

で入力可能なシステムが望まれる。 
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Fig.3 検索結果リスト表示（管理者権限）。院内すべての端末から表示可能で当院職員以外は任意の通し
番号で採番管理。 


